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２　進め方（ワークシート活用例）

　私たちの暮らしの中で外国人と接する機会は増え、国際化はとても身近なこととなりました。しか
し、言葉の問題や文化・生活習慣の違いなど様々な課題を抱えながら生活している外国人も少なく
ありません。ここでは、外国人との今までの出会いや経験を通して、共に生きる社会の実現にむけ
て、地域でできることについて考えてみましょう。

　私たちは、ハンセン病回復者や HIV感染者の方々が受けた差別から、命の大切さと人としての
尊厳の大切さを学びました。しかし、現代の医学をもっても原因が不明で、周囲から理解されにく
い難病も数多くあります。これらのことを踏まえて、患者やその家族を支えるためにどのようなこと
ができるかを、自分や家族が病気になったときの経験などを出し合い考えましょう。

Ⅱ-7　患者の人権問題Ⅱ-6 外国人の人権問題

• 資料①、②を参考にして、滋賀県に住んでいる外国人の人数や特徴について考えま
　 しょう。
　 ★視点１　・平成2年（1990年）、法律改正により日系人とその家族に定住者の在
　　　　　　留資格が認められ、南米国籍の日系人を中心に外国人登録者数が増加
　　　　　　しました。
　　　　　　また、中国をはじめとするアジアの国々からの外国人研修生・技能実
　　　　　　習制度による滞在者や国際結婚などによる日本人の配偶者なども増え
　　　　　　てきています。
　　　　　　・平成20年（2008年）秋以降の経済危機により、製造業の現場で就労
　　　　　　していた多くの外国人住民が失業し、帰国などにより外国人の人口は減
　　　　　　少傾向が続いています。
　 ★視点2　韓国・朝鮮の人々に対して、日本の植民地政策によって生み出された
　　　　　　偏見が根強く存在し、様々な差別となって現れています。韓国・朝鮮の
　　　　　　人々が日本で暮らす歴史的背景を理解し、多様な文化や習慣を尊重し  
　　　　　　ながら共生していくことが大切です。

1  外国人との出会いや日常的な関わりについて聞いてみましょう。
　 ★視点3　外国人住民との日常的なふれあいや交流会などの成功例、またトラブル
　　　　　　などの失敗例などを出し合い、ワークⅢ 「語り合いましょうできること」に
　　　　　　話をつなげます。
２  あなたの地域が、外国人にとって住みやすいところになっているか、資料③のよう
　 な課題があることに留意して、考えてみましょう。
　 ★視点4　外国人の課題は、同時に地域の課題でもあります。ともに地域で暮ら
　　　　　　すための課題について出し合ってみましょう。

Ⅰ

Ⅱ
• 地域で共に暮らすために、どのようなことが必要か語り合いましょう。
　 ★視点5　地域の現状や将来を考えながら、文化の「ちがい」を尊重し合い、「ち
　　　　　　がい」をいかして、みんなが暮らしやすい地域にするために何ができ
　　　　　　るか出し合いましょう。Ⅲ

3　より深く学ぶために（資料）

　　「滋賀県多文化共生推進プラン」（滋賀県観光交流局国際室）
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/b/kokusai/tabunka/plan/tabunkaplan.html

3　より深く学ぶために（資料）
　・難病情報センター　http://www.nanbyou.or.jp　パンフレット、ＨＰ
　・滋賀県難病連絡協議会　http://www.geocities.jp/shigananren1/　ＨＰ
　・滋賀県難病相談・支援センター
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/e/kenko-t/nanbyou_center/
　・滋賀県難病医療連携協議会
　　http://www.municipal-hospital.otsu.shiga.jp/html/_otsu/nanbyo/index.htm
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１  イラストを見て参加者の率直な意見を聞いてみましょう。

２  資料①を参考にして、難病についての理解を深めましょう。また、ハンセン病回復
　 者やHIV感染者などへの偏見や差別などから、患者の気持ちについて考えましょう。
　 ★視点１　難病とは、原因が不明で治療方法も確立されておらず、生活面で長期
　　　　　　にわたり支障が出る病気をさします。症状も様々で病気に対する正しい
　　　　　　理解が進んでいないことから、様々な誤解や偏見が生じています。一方
　　　　　　で患者やその家族は、経済的な負担や、精神的なダメージを受けるこ
　　　　　　ともあり、多くの問題を抱えることになります。難病患者の抱える問題
　　　　　　は、全ての病気の人に通じる問題でもあります。
　 ★視点2　難病はいつ誰がなるかわからない病気です。他人事ではなく自分自身の
　　　　　　問題として考えることが大切です。
　　　　　　※難病についての資料を配る場合は、難病情報センターのＨＰでパンフ
　　　　　　　レットなどをダウンロードできます。
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• 資料③を参考にして、患者やその家族の人が自分らしく暮らすことができるために
　 地域でできることを語り合いましょう。
　 ★視点4　クオリティー・オブ・ライフとは生活の質的向上をいい、医療現場にお 
　　　　　　いては、患者や家族の人生観や価値判断を優先させ、生命、生活、人
　　　　　　生の質的内容を重く見ていこうとする考え方です。

Ⅲ

• 資料②を参考にして、病気になったときどのようなことに悩むか出し合ってみましょう。
　 ★視点3　もし自分が病気になったらという視点で、病気になった人とその家族には
　　　　　　どのような支援があるとよいか、地域では何ができるかを考えます。Ⅱ




